
参考１　事件・事故等発生時の学内連絡体制

指導教員・プログラム担当教員

各部局等課長・
事　務　長

学　　　長

国際戦略推進機構長
（理事　国際交流・評価担当）

国際戦略推進機構副機構長
（理事　教育担当）

理事　総務・研究担当

理事　財務・施設担当

各部局長

各部局等

学務・国際部国際課

学務・国際部国際課長

学務・国際部長

総務部広報・渉外室長

危機発生

（事件・事故等）

・連絡を受けた者は、順次連絡すること。

・関係事務長、課長等は対策本部組織図に従い

関係者に連絡・調整を行うこと。



参考２　海外留学時等の危機管理対応体制

「留学・研修・出張先などで事件・事故等が発生した場合の連絡網体制」

本人
海外留学時等に事故・事件に遭い、

怪我・入院等した場合

（行方不明・死亡時は留学先大学

等がＹＮＵへ報告）

日本大使館・領事

館

（在外公館）

留学先大学

（派遣先大学）

ＹＮＵ
必要に応じて全学対策本部を

設置して対応。状況により教

職員を現地に派遣

本人の家族
状況によりYNUと
相談の上、現地へ

渡航

文部科学省・外務

省等の関係省庁等

連絡・情報収集

（相談・調整）

連絡・相談

報告（相談・調整）

連絡・情報収集（相談・調整）

報告・相談

報告・相談・

調整

報告（連絡・情報収集・相談・調整）

国 外 国 内


